
【多面的機能支払】



Ⅰ．地区概要 『奈義町』

奈義町特産農産物キャラクター「さと丸くん」

奈義町章



西原ダム



農業者の高齢化が地域の課題となる中､平成24年度に策定した
｢人･農地プラン｣における地区内の農地集積と共に､地域内を流れる
｢馬桑川｣周辺の美しい農村環境を守ることを目的に､農事組合法人
｢西原営農組合｣が中心となり､本事業により共同活動を開始した。

Ⅱ．組織設立の経緯



西原地区［農家７０戸、農家以外８戸］

水利組合

Ⅲ．組織の概要

西原営農組合
(組合員49人)

・役員９名 ・オペレータ６名
・補助作業員11名（男６･女５）

○ 協定農用地面積： 35.16ha（田のみ：交付対象面積も同じ）
○ 管理する施設： 開水路22km、農道18km、ため池４ヶ所
○ 組織構成：

いこぶし池 新池 古池才の奥池

消防団

西農会

西原生産組合

子供会

桜美会

婦人会

（営農部門との連携）

（菜の花米の生産）

（地域の青年部との連携）

（集落の景観形成･植栽等）

（老人会：地域の目付役）

（清掃活動を通した連携）



Ⅳ．活動の内容 １．農地維持支払 >> 【 農地維持活動 】
施設の点検に始まり、年度活動計画の策定、総会

での集落の同意、実践活動となる「水路の泥上げ」
や「ため池の草刈」等を地域ぐるみで取り組むこと
により、適切な地域資源の保全管理を行っています。



Ⅳ．活動の内容 ２．資源向上支払 >> 【 共同活動 】



Ⅴ．西原営農組合

特徴：
・ブロック担当による水管理
・畦畔管理の省力化（ムカデ芝）
・集落ぐるみの鳥獣害対策
・アスパラガスの導入（女性向）
・耕畜連携したWCS契約栽培
・米の直販(山の駅･学校給食)etc

組合員数：４９人

経営耕地面積：17.4ha
主食用米：10.0haの他
備蓄米,WCS,黒大豆,アスパラ

所有機械
・トラクタ、田植機、コンバイン、
管理機、噴霧器 他多数

地域の担い手として、
中心的な役割を担います。
先進的な営農技術を

積極的に取り入れたり、
労力の軽減を図りながら、
農地集積を進めています。



奈義町ｴｺﾌｧｰﾏｰ連絡協議会

Ⅵ．

【利用計画】
・米粉パン用米
・レストラン用米

栽培計画に沿った生産
・土づくりに関する技術
・化学肥料低減技術
・化学農薬低減技術色

選･

搗
精

【利用計画】
・給食用米粉パン
・給食用米 納

品
納
品

低温貯蔵 低温貯蔵

奈義山麓｢山の駅｣
（町営レストラン）

小･中学校
保育園

色
選･

搗
精



Ⅶ．奈義アグリネット
（奈義町水田農業ネットワーク）

【他組織と連携した活動】
《 持続可能な営農を進めるため、相互に交流や連携を図り、栽培技術や経営管理能力等の向上を図ります!! 》

設立年月日：平成26年６月26日
会長 野々上三喜夫 [(農)西原営農組合代表理事]

会員(人･農地プランに位置づけられた中心経営体)

集落営農法人：９組織
個別経営体 ：23経営体

を目的として設立!!



中島西

豊沢

中島東

柿

滝本

西原
広岡

関本

高円

荒内西

宮内

小坂

行方

上町川

馬桑

成松

久常

皆木

Ⅸ．成功のポイント

町内には、18の活動組織があり、
各地域で特色のある取り組みが行わ
れています。町の推進や各地域の前
向きな取り組みにより、町内の農振
農用地に対するカバー率は８５％で、
全国平均を大きく上回り、県内でも
№１を誇ります。

これからも「奈義アグリネット」
による連携や農地中間管理事業等の
国の施策を活用し、農地の維持だけ
でなく、農業所得の向上に向けた取
り組みを行っていきます。

Ⅷ．活動による効果（成果と将来の姿）



奈義町には、たくさんの

特産品があります。

ぜひ、お越しになって

ご賞味ください。

お待ちしております。

ありがとうございました。

Ⅹ．奈義町の特産品


